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ペッツファースト株式会社 

ペッツファースト株式会社は、グループで取り組む様々な CSR 活動を、“Pets always come first プ
ロジェクト”とし、より一層の推進を図ります。

■ペッツファーストグループの CSR 活動について
①補助犬（聴導犬／介助犬）の育成支援
2016 年 8 月より「公益財団法人日本補助犬協会」との共同プロジェクトとして、聴導犬の普及活動を

開始し、これまでに 11 頭の聴導犬が誕生し、毎年 1 頭の育成支援を行なっています。 
2022 年からは、聴導犬に続き障がい者の日常のサポートを行う、介助犬の育成支援を開始。 

②ペットの難病対策（遺伝性疾患／伝染性疾患の研究）
「不治の病」を「治る病」に、遺伝病をうまないために病気や死亡事故を少しでも減らすために、ペッ

トの遺伝病や重篤な疾患の撲滅に対する研究を、各地の大学やブリーダーと連携をして取り組んでいま
す。
・日本獣医生命科学大学との FIP の共同研究
長年「不治の病」とされていた FIP を「治る病」にするために、2018 年から日本獣医生命科学大学との
共同研究に取り組んでいます。

・鹿児島大学との GM1 共同研究
豆柴の親犬を対象に、血液による遺伝子検査を行っています。親犬を検査することで、その犬から生まれ
た子犬が遺伝子病を発症する変異遺伝子を持たないことを確かめることができます。遺伝子病に苦しむ
子犬が生まれてこないよう、変異遺伝子を持たない親犬だけの適切なブリーディングを提唱しています。 

「すべてのペットを笑顔にする。」ペッツファーストの CSR 活動 

“Pets always come first プロジェクト”について 
について

■Pets always come first プロジェクトとは
ペッツファーストグループが行っている様々な CSR 活動を取りまとめ、より推進させていくための
プロジェクトです。

１頭でも多く殺処分を減らすため、「すべてのペットを笑顔にする。」をコンセプトに、ペッツファー
ストでお迎えいただいたワンちゃん・ネコちゃん 1 頭あたり 1,000 円と、保護犬・猫の譲渡費用す

べてを活動の原資とします。
昨年 2021 年度は、23,748 名にペットライフを提供することができ、9 頭の保護犬・猫が新しいご
家族に出会え、その費用 210,980 円を合わせた、23,758,980 円を今期 2022 年度の Pets 
always come first プロジェクトの活動予算とし、今後も継続し様々な CSR 活動に取り組みます。
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③マイクロチップの装着と啓発活動 
2006 年 4 月から終生飼養を促し殺処分を確実に減らすために、ペット業界に先駆けてすべてのペット
にマイクロチップの装着を開始。ドッグショーなどのペットが集まるイベントにも参加し、マイクロチ
ップの装着、啓発活動を行なっています。 
 
④ブリーダー向けオンラインセミナー 
ペッツファーストと取引のあるブリーダーを対象に、オンラインセミナーを毎月１回開催。 
獣医師や専門家を招いて、繁殖活動における有益な情報を定期的に発信し、情報交換を行うことで、販売
後に適切なフィードバックを行い、ペットの健康状態を共有することで、遺伝性疾患など重篤な病気の
発生率を抑える活動を行なっています。 
 
“Pets always come first プロジェクト”では、ペットの総合企業として、ペットとの共存社会を豊かに、
ペット業界における社会的課題の解決を目指し、今後も継続的に CSR 活動に取り組んでいきます。 
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■Pets always come first プロジェクト ポスター 


